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小３~小６夏休み遠征について 

今年の夏休みは「白馬サマーカップ

ジュニア(U-12)フェスティバル」に参加す

ることになりました。下記のとおり２泊３日

の遠征を実施しますのでお知らせいたし

ます。詳細については別途ご案内させて

いただきます。 

■対象/小 3～小 6 

■期日/7月 30日(土)～8月 1日(月) 

■場所/長野県白馬村 

■費用/未定 

海洋キャンプについて 

今年も夏休み恒例の「海洋キャンプ」を

下記のとおり実施しますのでお知らせい

たします。詳細については別途ご案内さ

せていただきます。 

■対象/小 3～小 6 

■期日/7月 23日(土)～7月 28日(木) 

■場所/YMCA阿南国際海洋センター 

（徳島県阿南市） 

■費用/49,800円（予定） 

 

大会・公式戦結果 

Junior Youth 

【日本 CY(U-15)県大会】 

▼1回戦 

vsFC COJB   1-3● 

Papas 

☆Rec 

【県シニアリーグ四十雀 4部】 

vs鎌倉OB   0-4● 

vsコロコロ   3-2○ 

☆Comp 

【県シニアリーグ四十雀 2部】 

Vs栄光クラブ  3-2○ 

 

今、グラウンドでは･･･ 

Top 

サッカー界では、サッカー協会を中心

に、「がんばろう ニッポン ～サッカー

ファミリーの力をひとつに！～」をスローガ

ンに復興支援活動を実行しています。皆

様も様々な立場で復興支援に携わってい

ることと存じます。私たちは、このような状

況の中でも、サッカーができる環境にある

ことに感謝し、公式戦を戦って行きたいと

思います。 

  ４月に入り新戦力も加わり、選手の意識

改革によるポジション争い等、チームの活

性化を図りました。効果として、個人に頼

る得点から複数人が関わり得点できるパ

ターンが見られ、期待がもてるレベルにあ

がっています。逆に、消極的な判断・集中

力の欠如から生じるミスにより攻撃のリズム

を崩し失点するケースが多いため、限られ

たトレーニングの中で信頼関係等の向上

により改善を図りたいと思っています。 

  県リーグ初戦５月 15日(日)には、「力を

一つにしてポジティブに戦う姿勢」を体現

し、サポーターの皆様には「感動と共感」

を得て頂けるように準備して参りますので

ご期待ください。ご声援よろしくお願いい

たします。(田村 恵久男) 

Youth 

夜間のグラウンドが利用できない状態

が続き、平日は体育館での活動になって

います。狭いスペースになってしまうため、

一度に走る距離が短くなり、どうしても体力

の低下や視野が狭くなる傾向があります。 

今月は 16 日以降、17:00-19:00 ではあ

りますが、ようやくグラウンドでの練習がで

きるようになります。しかし、あいにく学校

の中間試験が始まる頃でもあります。それ

でも６月には、県のクラブユースリーグや

U-18リーグが始まります。すべてとは言い

ませんが、週に一日くらいは都合を付け、

練習に顔を出すとともに、尐しの時間を見

つけてはボールを蹴ったり身体を動かし

ておいて下さい。 

また、怪我や障害を抱えている選手は、

今しっかり治すことに集中して下さい。休

む時、勉強をする時、トレーニングをする

時、と「今何をすべき時なのか」をわきまえ、
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そのことに集中しましょう。これらは何も

サッカーに限ったことではありませんよ。 

（内田 佳彦） 

Junior Youth 

日本クラブユース(U-15)選手権県大会

(以下、日本CY)は1回戦で敗退しました。

残念な結果ではありますが、終わってし

まった以上はこの結果をしっかりと受け止

めて今後につなげていくしかありません。 

３年生にとっては集大成の年になります。

日本 CY はチームにとって一つの大きな

目標だっただけに出鼻をくじかれた感は

ありますが、最後まであきらめずに戦う姿

勢という部分では成長が見られました。今

後チームが飛躍するためには、この戦う姿

勢を継続していくとともに、技術の向上が

不可欠です。試合で使える技術というもの

をしっかりと理解し、危機感をもって技術レ

ベルの向上に取り組んでください。 

３年生は悔いを残さないように、1・2 年

生はその３年生の姿を見て思い切ってプ

レーできるように、そんなシーズンにして

欲しいと思います。 

【１年生】 

今年は 15 人のメンバーが上がってきま

した。現在、ジュニアユースは震災の影響

でナイター照明が利用できないため、平

日の活動が流動的となっています。1年生

にとっては、入っていきなりの大変な環境

ですが、頑張ってついてきてほしいと思い

ます。 

また、今年は 1 年生の人数が揃ったの

で県 U-13 リーグにエントリーしました。1st

ステージの大会期間は 5/21(土 )～

10/23(日)で、5/8(日)に組み合わせ抽選

会が行われます。詳細は決まり次第、随

時お知らせします。（二木 昭） 

小 6 

【“クリエイティブでたくましい選手”

を目指して】 

４月から新小６チームとして活動を開始

しました。 例年なら４月に始まる横浜市

春季尐年サッカー大会が ５月からグルー

プリーグ戦のみの開催となったことから、こ

の４月は子供たちと保護者の皆さまとコ

ミュニケーションを図る時間も持たせてもら

えました。 引続きこの年代で身につけて

欲しいこと(意識・技術・戦術理解)を繰返し

伝えながら１年間活動して行きます。 

【公式戦への取組】 

GW明けから 全日本尐年サッカー大会

神奈川県大会、横浜市春季尐年サッカー

大会が始まります。 公式戦については

「勝つサッカー」を目指しその時点で最良

と思われる選抜メンバーにて参加します。 

試合の形勢・個人の調子・相手との対向 

など、状況を見ながら選手起用も判断して

いくことから出場時間にバラつきが出るこ

ともありますが、選ばれたメンバーには「ク

ラブを代表してプレーする」という強い意

識を持って参加して欲しいと思います。 

もちろん選ばれなかったメンバーも含めた

全員で「かながわクラブ」というチームであ

ることに変わりはありませんし、「ダメだから

メンバーに選ばれない」のではないことも

全員に既に繰返し伝えています。 保護者

の皆さまにもその点を是非ご理解いただ

きたいと思います。 尚、5/1 現在の公式

戦情報を下記します。 

*全日本少年サッカー大会神奈川県大会 

▼1 回戦 

vs 山崎 SC(鎌倉) @二宮町民運動場 

*横浜市春季少年サッカー大会 

(L-4 ブロック) 

YTC FC、バディーSC、柏尾 SC、岩崎 FC、

和泉 FC、黒滝 SC、かながわクラブ 

※詳細は決まり次第お知らせします。 

【応援してください！】 

保護者の皆さまへは毎度のお願いです

が、是非とも港北小、試合会場へ足を運

んでいただきお子さんのがんばっている

姿を見てあげてください。 試合の際には、

タオルマフラーを掲げ、大きな声援・大き

な拍手で選手たちを励ましてください。 

お母さん、お父さん方の声援は間違いな

く彼らに元気と勇気を与えてくれると信じ

ています。 (小野 津春) 

小 5 

新年度がスタートしてから、約１ヶ月が経

過しました。「鈴木コーチはどんな人なん

だろう。何をどのように教えてくれるんだろ

う。どんな風に接してくれるんだろう。」大

なり小なり選手たちにも不安があったことと

思います。 

この一年間で彼らに伝えたいメッセージ

は、サッカーという競技を楽しむこと、そし

てどんな時でもベストを尽くすこと、この２

つしかありません。スポーツに限らず、楽

しくなければ長続きしませんし、また前向

きに取り組むことができなければさらなる

成長を期待することも難しいでしょう。「次

の練習が待ち遠しいなあ。」そんな気持ち

になってもらえるような雰囲気づくりに努め

たいと思います。 

【対外試合について】 

 ４月以降、すでに何試合か行っているた

め、お気づきの方もいらっしゃると思いま

すが、対外試合においては基本的にすべ

ての選手に対し、ほぼ同じ時間プレーす

るチャンスを与えるつもりです。そのため、

ここまでの試合では、ハーフタイムで全選

手を入れ替えています。この年代の選手

たちには、無限の可能性があります。この

先、誰がどのように伸びていくかは、まっ

たく予想がつきません。私たち大人が目

先の勝利にこだわってしまうと、彼らの可

能性にフタをしてしまうことになるかもしれ

ません。 

また、忘れてはならないのは、サッカー

は団体競技であるという点です。「僕は

（私は）仲間のため、チームのためにプ

レーしている。そして仲間も自分を必要と

してくれている。」団体競技の良さは、この

ような心境で競技に臨むことができる点で

はないでしょうか。たしかに、特定の個人

に頼ったゲーム運びをし、試合開始から

終了まで子供たちにそのやり方を徹底す

れば、結果としてそのチームは好成績を

残せるかもしれません。しかし、全員で得

点を狙い、全員でボールを奪い返し、結

果勝利すること。同じ勝利でも、どちらが

輝いているかは言うまでもありません。み

んなで１点を奪うこと、そして終了のホイッ

スルが鳴るまであきらめずに全力でプ

レーすること、これが私の目指すスタイル

です。 

良い選手というのは、サッカーがうまい

選手ではなく、いつでもどんな時でもベス

トを尽くすことのできる選手です。これから

もその視点で、選手たち一人ひとりを見
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守っていきたいと考えています。 

（鈴木 章弘） 

小 4 

【想像力は学ぶ力！】 

 今回は全く（とは言えないとは思います

が…）サッカーとは関係の無い話をしたい

と思います。先日の練習時に小さな石ころ

を拾ってグラウンドに向かって投げている

子がいました。小さな石ころですし、誰か

に当たったら怪我をするから絶対に投げ

てはいけないと注意をしました。数分後こ

ぶし大の大きな石ころが私の耳を掠めて

飛んでいきました。一部始終を目撃した周

囲の子どもたちに事情を聞くと、誰かが

持っていた石ころを、「なにそれ？」と言っ

て受け取った子が「何だ、ただの石ころ

か！」と言って投げたそうです。この話を

聞いて背筋に冷たいものが走りました。 

すぐに、貴重な練習時間を割いて「な

ぜ石ころを投げてはいけないのか」につ

いてを子どもたちに話しました。笑い事で

はなく真剣に話をしました。そのときに

言ったのが「想像してごらん。投げた石こ

ろが誰かに当たったらどうなると思う？」と

いうことです。流石にそのときは私の剣幕

に気おされたのか「怪我をする」とか「死ん

じゃう」という言葉が子どもたちの口からは

聞かれました。 

また、その次の活動は試合に出かけて

いったのですが、その際には試合開始を

待って整列している子どもたちのなかで、

仲間の足を踏みつけたり、蹴飛ばしたりと

いう光景を目にしました。そこでも試合開

始を尐し遅らせてもらい、「想像してごらん。

仲間が足を怪我して試合に出られなかっ

たり、試合で満足な動きができなかったり

したら、どうするの？試合は一人ではでき

ないし、仲間に怪我をさせることはチーム

全体が困ることになるんだよ。」と注意をし

ました。 

最近の子どもたちはゲーム機でばかり

遊んできたせいか、刺激に対しての反応

は素早く、目を見張るものがあります。しか

し、じっくりと考える習慣、相手の立場を考

えること、行動を起こす前に結果を想像す

ることなどが非常に苦手のようです。しか

し。今回はさすがに「非常に苦手のようで

す」と第三者的なコメントのみでお茶を濁

すわけにもいかず、安全にサッカーを楽し

むためにも、子どもたち全員に注意を促し

たわけです。 

 こうしたことから考えると、私見ではありま

すが、どうやら「頭の良さ＝想像力」ではな

いかという結論に辿り着いたのです。もち

ろん学校の成績ではなく、生きるための力

という意味での頭の良さです。勿論サッ

カーにおける頭の良さにも通じるような気

がします。ファンタジスタという言葉がある

ように観ている私たちが想像もしなかった

ようなプレーをする選手が一流なのです

から。 

【戦う気持ち】 

さて本題（？）に入りたいと思います。先

月は「公式戦には勝ちに行く」というお話

をしました。これには 4年生ぐらいになると、

そろそろ頭でサッカーというものを理解し

て戦う気持ちが芽生えてくる時期であるこ

とと関連します。 

サッカーはご存知のように、野球、テニ

ス、バレーボール、アメリカンフットボール

などの球技のようにじっと耐えて待ってい

れば攻守の交代があり、攻撃の機会が与

えられるスポーツではありません。試合開

始から終了まで、たった1個のボールをめ

ぐって攻撃したり、防御したりということを

繰り返すのです。勝利のためには、相手

からボールを奪い、シュートを決めなけれ

ばなりません。防御一辺倒では勝つことが

できないのです。 

そこで、まず第一に大事なことは、相手

からボールを奪うことになります。そして

ボールを奪ったら、第二に大事なことは相

手にボールを奪われないようにすることで

す。「サッカーはルールのある格闘技であ

る」という言葉があるように、ボール１個を

めぐっての激しい攻防がサッカーの魅力

でもあります。だからといって、殴り合いの

喧嘩に発展するような無秩序なことはあり

ませんので、安心してください。選手個々

がルールを守っていれば、逆にルールに

よって守られるのですから、ユニフォーム

の色が違う相手に対しても臆することなく

ボールを奪い取る気持ちで激しいプレー

を仕掛けてほしいものです。 

確かにラグビーのように直接的な肉体

の接触はそれほど多くはありません。しか

し、随所に体と体のぶつかり合いは見られ

ます。それはルール上認められたもので、

ボール保持者に対して適正な力で肩と肩

をぶつけること（ショルダーチャージ）です。

あまりにも過剰な力でしかも暴力的な

チャージはファウルになります。一人対一

人でボールに触らずにボールをキープす

る練習がそうしたことへのトレーニングに

なります。 

こうして考えてくると、「戦う気持ち＝

ボールを奪う気持ち」と言っても良いでしょ

う。ボールがなければ何もできません。た

だただ守ることだけをしているのでは楽し

くもありません。まずは相手からボールを

奪うことを全員で激しくやって欲しいもの

です。 

【悔しさがなければ進歩なし！】 

どんな試合でも負けると悔しくてたまら

ない性格の私としては、その部分は指導

者としての資質に欠けていると普段から

思っているのですが、先日の試合後に

「コーチ、俺は今日試合に負けて悔しい

よ！」と言ってきた子がいました。そこで悔

しかった理由を尋ねると「学校のクラスメー

トにゴールを決められたから」という答えが

返ってきました。「では、その子よりもっと

ゴールを決められるように練習しようね。」

とアドバイスをしました。 

身近なライバルを持つこと、努力すれば

到達可能な目標を持つことはサッカーに

限らずあらゆる場面で大切なことです。そ

して悔しい気持ちは大きなエネルギーに

変わる可能性を秘めています。ところが、

コーチから叱られたり、貶されたりして芽

生えた悔しさはコーチに対する恨みに転

化することはあっても、決して大きなエネ

ルギーに変わることはないと思います。試

合で対戦し、同じ４年生として負けた経験

が、そして肌で感じた差が悔しさになり、

練習に臨む姿勢が変わってくるのです。 

しかし、残念なことにこうした悔しさには

個人差があることも事実です。また、真剣

に試合に臨んでいるかどうかによっても大

きく左右されます。ですから、今回の公式

戦に際しては尐なくとも全員が真剣に試
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タイのフジテレビと言われている Channel3 の日本復興チャリティーオークションに出演。 

ユニフォームをオークション販売し落札価格を義援金にする番組です。 

【左から舘選手、丸山選手（元 J リーガー）、司会者、財前選手(元 J リーガー、元 U- 17 日本代表キャプテン)、 

野口ピント選手（元 J リーガー）】 
活躍の様子です（現地新聞記事）なんて書いてあるかわかりません（笑） 

 

合に臨むこと、そして一人一人が最大限の力を振り絞ること（一生懸命にやる）を心がけ

て欲しいと思います。手抜き（足抜き？）のプレーはチーム全体に迷惑をかけますから。そ

うして４年生全員が公式戦を通じて大きく成長してくれることを願っています。(佐藤 敏明) 

小 3 

【忘れてはいけないこと】 

僕たちの住む横浜は現在震災前と同じような状況になりつつあり、日頃の生活ではあまり

不便を感じることはなくなって来ていると思います。しかし、被災地はどうでしょう？今尚苦

しんでいる人、将来に不安を抱える人たちがたくさんいます。僕たちに出来ることは限られ

ていますが、継続して出来ることをすることが大切だと感じています。 

そこで今月は度々トリコロールで紹介している元かながわクラブ Top チーム在籍で、現

在ではタイプロリーグにてプロサッカー選手として頑張っている舘洋介選手の活動を紹介

したいと思います。 

舘選手は異国タイで一人でプロサッカーの門を叩き、人生で初めてのプロサッカー選手

として現在生活をしております。震災が起こった後、彼はいち早くいろんな行動に出ました。

タイでの知り合いたちでチャリティーフットサル大会を開催し義援金を募ったり、所属チー

ムに「日本への義援金イベント」を進言し、試合でイベントを開催させるまでに至ったりと、

自分で出来る積極的な行動をしており、同じかながわクラブ出身の選手として、とても誇り

に思いました。こうした評価かはわかりませんが、やはり頑張り抜いている姿がタイでも評

価されたんだと思います。最近はテレビや新聞に度々でているようです。日本の雑誌には

載りませんが、皆さんも今後、遠い日本から応援して頂き、注目して頂きたいと思います。 

タイのフジテレビと言われている Channel3の日本復興チャリティーオークションに出演。

ユニフォームをオークション販売し落札価格を義援金にする番組です。 

【今後の練習は】 

基本技術（止める・蹴る・運ぶ）に更なる磨きをかけていきたと思います。特にファースト

タッチへの執着心を高めることを重点的に指導していきたいと思います。サッカーは常に

流動的なスポーツです。ファーストタッチ次第でその後の展開が 180 度変わってしまうと

言っても過言ではありません。ファーストタッチを意識すること、ファーストタッチで思い描

いたコントロールが出来るようになること、思いどおりにコントロールした後いろいろな選択

肢を見つけられるようになること、選択肢の中から一番良い選択が出来るようになることと、

徐々にステップアップ出来るようになっ

て欲しいという願いを込めて今後も指

導していきたいと思います。 

(益子 伸孝) 

小 2 

４月は年長・小１・小２対象の無料

サッカースクールが開催されました。お

陰様で年長・小１だけで毎回 40名前後

の参加者があり、大盛況のうちに終える

ことができました。対象者へのお声かけ

等にご協力いただきありがとうございま

した。また、小２クラスでも現在６名の選

手が体験参加中です。慣れない体験

中の選手たちを温かく迎え入れ、さらに

盛り上げていきましょう。一方で体験ス

クールと同じ時間帯に練習を行った小

２クラスは校庭半面のみでの練習を強

いられ多尐窮屈な思いをさせてしまっ

た部分はあるかと思いますが、活動時

間を延長し全面での試合を行う等の対

策を行っていきました。今後も幼児・小

１クラスの入部状況を見ながら、可能な

限り活動時間を別にしたり活動時間を

延長したり練習メニューを工夫したりし

ながら、十分な活動時間・内容を確保

できるよう努めてまいります。
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【活動での取り組み】 

４月の前半はボールを使わないス

テップやラダーを使った練習等、俊敏

性を高めるための動きを多く取り入れ、

後半では対外試合の日程が決まったと

いうこともありますが、３対３や４対４、ミ

ニゲームや全面でのゲームなど流れの

中でボールに多く触れられるようなメ

ニューを多く取り入れていきました。今

後も楽しみながら流れの中で個人の技

術を高めていける練習を多く取り入れ

ていきたいと考えております。また、今

後も可能な限り対外試合を組んでいく

つもりです。慣れない場所や初めての

相手との試合で緊張や普段通りにいか

ない部分があるかと思いますが、失敗

を恐れず普段の練習で習得したことが

一つでも多く試合で出せるようどんどん

トライしてみてください。そして、試合で

思い通りにできなかった部分は次の試

合では思い通りできるように、上手くで

きた部分はさらに上手くできるように普

段の活動に取り組んでみてください。 

さらに、今月は「５月中にリフティング

を連続 10回以上出来るようにする。」と

いう宿題を出しました。テストをして 10

回以上出来た人はA、5～9回の人はB、

1～4 回の人は C と伝えましたが、1 回

でも多く自己記録を伸ばせるよう活動

前後の時間帯や平日に挑戦してみてく

ださい。1人でも多く 10回以上できる選

手が現れるよう期待しています。 

（豊田 泰弘） 

幼児･小 1 

４月中３回の体験期間には延べ 120 名

を越える参加がありました。毎回小２と同

時間帯での活動であったため、｢ちょっと

した運動会ですね－（内田理事長）｣の言

葉どおり、保護者の方々を含めるとグラウ

ンドは 150 名近くの人で溢れていました。

迎える側としては実に光栄なことであり、

多くの子供たちとサッカーができる｢楽し

さ｣を毎回味わうことができました。と同時

に、子供たちに｢楽しかった。また来た

い！｣の思いを提供できたかどうか、大き

な責任を感じました。 

子供たちにはサッカーが好きでグラウン

ドに来てもらいたい。そして、コーチが好

きで来てくれることもスタッフ全員の願いで

す。子供たちに安全で快適な空間を提供

し、責任を持って子供たちに接する。その

ためのコミュニケーションを大切にして信

頼関係を築いていく。そして、人生の先輩

として、サッカーの指導はもちろんのこと、

人間性の教育にも本気で取り組む。 

その思いを胸に、練習前・練習中・休憩

中・練習後に一人ひとりと会話することを

心がけていきます。１年間、どうぞよろしく

お願いいたします。（近江 柔） 

 

Papas 

【チーム体制】 

 Over40 の体制が固まって、本年度の

Papasのチーム体制が整いました。県シニ

アリーグ四十雀の部４部に参戦する Rec

は、８月に 40 歳になる三上さんを加えて

24 名ですが、うち 50 代が 11 名です。

Comp は６月に 40 歳になる吉瀬さんを含

め 22名、うち 50代は４名です。 

 Over40はRec&Compの 46名にOver40

のみ参加の７名を加えて大所帯の53名で

す。うち、50代が 20名です。Over40の 50

代は、来年１名増えて、再来年には５名増

えますので、50 歳代が 26 名ぐらいになり

ます。いよいよ Over50のチームが創れそ

うです。もっとも 60 歳代も増えてしまいま

すが…。 

【試合日程】 

 県シニアリーグ戦ですが、４部の Rec が

4月～10月に 12試合、２部の Compが４

月～10月に11試合、さらに神奈川県議会

議長杯がありますが、トーナメント戦です

ので試合数は勝利次第ということになりま

す。 

横浜市シニア委員会の Over40 の試合

ですが、現時点で、交歓試合が 3 試合決

まっており、後２試合ぐらい行われるかと

思います。マスターズは予選リーグ A グ

ループで４試合が決まっており、決勝トー

ナメントでの試合数は勝利次第ということ

になります。準決勝・決勝はニッパツ三ッ

沢で行われます。今年も三ッ沢目指して

頑張りたいと思います。（茅野 英一） 

 

ヨーガ 

【横浜マック】 

マックという団体を知っていますか？ 

いいえ、ハンバーガーではありません。

アルコール依存症の方々が社会復帰

をするのを支援する NPO団体です。こ

の団体でヨーガを指導させていただく

ようになって、２年程になります。 

先日、某公会堂で催されたマックのイ

ベントに出席してきました。「ステップセ

ミナー」というイベントです。マックの指

導は、基本となる「12ステップ」をひとつ

ずつ進んでいきます。この、それぞれ

の段階における実体験を、それぞれの

人が語るのです。さぞや辛いことだった

だろうと思うのですが、語る皆さんは明

るく、自らの体験を笑いにしています。

すごいです。 

そして、この「12 ステップ」はヨーガに

も通じることが多いのです。全てのひと

が幸せになるために必要なステップだ

と思うのです。すごいです。深く感動し

つつ、帰路につきました。（伊藤 玲子） 

 

理事長の戯言
たわごと

 

【サツキとツツジ】    

若葉が鮮やかで花も美しく咲き、一年で

一番好きな季節になりました。拙宅の庭に

は、母親がまめに育てているいろいろな

植物があり、それらがきれいに花を咲かせ



トリコロール 2011.5月号 発行：特定非営利活動法人かながわクラブ  

〒221-0863 横浜市神奈川区羽沢町 1817 TEL045(370)3390/FAX045(381)8884 

http://www.kanagawaclub.com 

 ６ 

ています。そんな中に、一株に数色の花

を咲かせているツツジがあります。今まで

気がつかなかったのですが、先日遊びに

来てくれた友人が見つけてくれました。し

かし、元来植物には全然興味がなかった

ので、ツツジとサツキの区別もよくつきま

せん。いや、見た目が違うのはわかるので

すが、どっちがどっちだかわかりません。

そう、まるでヒラメとカレイの違いのようで

す。 

なので調べてみました。 

葉の大きさや光沢の有無などで違いは

はっきりわかるらしいのですが、一番面白

かったのは俳句の季語。ツツジは「春」で、

サツキは「夏」なのだそうです。「へえ～」

ボタンをいっぱい押しました。 

（内田 佳彦） 

 


